
スポーツ施設やイベントの実証フィールドとしての活用

募集テーマ

現状・課題

・スポーツ施設の利用者数はコロナ禍以降微増傾向にあるが、平日昼間の
利用は恒常的に少ない

・低稼働時間の活用により、稼働率の向上だけではなく、民間ノウハウによ
る市民サービスの向上、健康増進、新たな価値や財源の創出につなげたい

課題解決に向けて募集する提案

・企業の社会的責任（CSR）や共通価値の創造（CSV）の観点から、企業が有するノウハウを活かした、幅広い世代を対
象とした体づくりや健康指導
・大学等の研究者や学生と連携し、スポーツ科学に基づいた体力測定や、高齢者向けのフレイル予防プログラムなど

（具体例）
・民間による最新のデジタル機器や新たなトレーニング方法の実証
・医療・保険・食品関連企業が、最新機器を用いた血管年齢測定や骨密度測定を実施し、その結果に基づいた運動や食
事のアドバイスの提供
・スポーツメーカーや実業団を持つ企業による、正しいシューズの選び方や競技フォームの診断、テーピング講習などに
よる市民のスポーツ技術向上と怪我予防への貢献
・大学等と連携した科学的根拠に基づく健康増進事業
・学生のアイデアによるスポーツイベントや地域コミュニティ形成事業
・民間主催のスポーツ教室の実証的実施

当該募集テーマの担当課

教育部 生涯スポーツ課

提案シートの提出先

企画部 企画経営課

提案募集期間

随時

【写真】紀の川市民体育館


